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一
般
的
に
は
静
岡
浅
間
神
社
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
正
式

に
は
「
神か
ん
べ部

神
社 

浅あ
さ
ま間

神
社 

大お
お
と
し
み
お
や

歳
御
祖
神
社
」
と
い
い
ま
す
。

境
内
に
は
七
つ
の
神
社
が
鎮
座

し
て
お
り
、
大
歳
御
祖
神
社
は

１
７
０
０
年
前
の
創
始
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
浅
間
神

社
は
平
成
26
年
か
ら
「
～
20
年

か
け
て
の
化
粧
直
し
～
平
成
の

大
改
修
」
と
銘
打
っ
て
修
理
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
大
歳
御
祖

神
社
本
殿
は
そ
の
最
初
に
手
掛

け
た
建
物
で
す
。　
（
水
上 

博
）

極
彩
色
に

　
よ
み
が
え
る

静岡浅間神社 三本社のひとつ 大
お お と し み お や

歳御祖神社本殿
写真提供：静岡浅間神社
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情
報
交
換
で
よ
り
良
い
ク
ラ
ブ
の
実
現
を

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」を
目
指
し
て

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
朝
倉 

隆
弥

静
岡
市
長
　
田
辺 

信
宏

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
本
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
平
成
28
年
に
は
20
万
１
千

人
余
、
高
齢
化
率
28
・
３
％
（
全
国

平
均
26
・
７
％
）
と
な
り
人
口
・
割

合
と
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
数・

会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
展

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

さ
て
、
貴
会
は
、
昨
年
、
組
織
が
大

き
く
変
動
し
た
一
年
で
あ
っ
た
か
と
存

じ
ま
す
。
会
員
増
強
と
い
う
大
き
な

目
標
を
成
し
遂
げ
る
べ
く
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
さ
れ
、
都

道
府
県
や
他
の
政
令
指
定
都
市
の
連

合
会
と
の
連
携
強
化
を
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

開
始
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
々
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
精
力

開
し
て
い
る
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
」
に
呼
応
し
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
加

入
促
進
の
努
力
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
減
少
傾
向
は
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
減
少
率
は
、

若
干
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
地
域
の
組
織
と
も
連
携
を
強
化
す
る

な
ど
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
も
会
員
増
強
に
力
強
い
ご
協
力

を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
は
、
今
年
度

県
老
連
を
退
会
し
全
国
老
連
に
直
接
加

盟
し
ま
し
た
。
全
国
の
都
道
府
県
、
政

令
指
定
都
市
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
情
報

交
換
が
で
き
、
運
営
面
、
組
織
面
、

活
動
内
容
な
ど
教
え
て
い
た
だ
く
点

が
多
く
あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
と
し
て
も
良
い
面
は
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
新

地
域
支
援
事
業
」
を
行
政
が
進
め
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
と
し
て
も
、
自

主
自
立
、相
互
扶
助
の
考
え
の
も
と
、

こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
本

年
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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的
に
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
な

ど
、
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
へ
の
発
展
に

向
け
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
目
指
す
都
市
像
の
ひ
と

つ
に
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
づ
く
り

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
目
標

は
、
平
成
22
年
時
点
の
本
市
の
健
康

寿
命
「
72
・
96
歳
」
を
、
平
成
34
年

度
に
は
徳
川
家
康
公
の
天
寿
で
あ
っ

　

10
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

に
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
に
て
「
し
ず

お
か
元
気
応
援
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
、
一
昨
年
に
続
き
今
回

も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
か
ら
参
加

た
「
75
歳
」
に
ま
で
延
ば
す
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
貴
会

の
活
動
の
魅
力
や
、
会
員
の
皆
様
が
元

気
に
健
康
で
活
動
さ
れ
る
お
姿
を
ご
披

露
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
多

く
の
高
齢
者
の
皆
様
が
参
加
意
欲
を
増

す
組
織
と
し
て
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。「
世
界
中
の
ど
こ
よ

り
も
静
岡
市
で
暮
ら
せ
ば
元
気
で
長
生

き
で
き
る
」
と
評
価
さ
れ
る
日
を
目

指
し
、
広
く
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
午
前
中
は
雨
が
降
り
、

お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か
心
配
で
し

た
が
、
多
く
の
親
子
が
遊
び
に
来
て
く

れ
て
大
盛
況
で
し
た
。
人
気
の
あ
る
遊

び
は
、
人
員
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
も
南
館
の
一

角
に
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
け
ん
玉
や
輪
投

げ
、お
手
玉
、あ
や
と
り
な
ど
の
「
昭

和
の
あ
そ
び
広
場
」
を
設
け
、
女
性

委
員
を
中
心
に
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
昭
和
前
期
は
遊
具
も
少
な
く
、

体
を
使
っ
て
友
だ
ち
と
一
緒
に
す
る

遊
び
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

遊
び
道
具
も
自
分
で
つ
く
り
、
低
学

年
か
ら
高
学
年
が
一
緒
に
な
っ
て
遊

び
ま
し
た
。
そ
の
遊
び
の
中
で
大
切

な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
学
ん
だ
も
の

で
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
遊
び
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
古
き
遊
び
が

無
く
な
ら
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

頑
張
れ
昭
和
の
遊
び
。

　

２
日
間
会
場
で
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（
野
田 

睦
彦
） 

今
回
も
大
盛
況
!!

「
昭
和
の
遊
び
」
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流

「昭和の遊び」で世代を越えた交流

元気いっぱい輪投げを楽しむ
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　ねんりんピック秋田 2017 交
流大会への出場チーム選考大会
が、秋晴れのもと 64 チーム（葵
区 15、駿河区 15、清水区 34）
が参加して行われました。

個人の部（男性）

優　勝 八木　清　 大　谷 69 打

準優勝 薮田　勝　 服　織 73 打

第３位 前田　貞夫 大　谷 75 打

第４位 森　　高　 服　織 76 打

第５位 福本　孝吉 駒　越 76 打

第６位 芹澤孝司郎 大　谷 77 打

第７位 落合　康行 由　比 78 打

第８位 岩辺　夏夫 麻　機 79 打

第９位 鈴木　泰造 有　度 80 打

第10 位 長崎　金邦 不二見 81 打

個人の部（女性）

優　勝 木下志保子 駒　越 79 打

準優勝 酒井キミヨ 駒　越 79 打

第３位 福田チエ子 高　部 81 打

第４位 安部美甫子 賎　機 82 打

第５位 牧野　鈴江 中藁科 82 打

第６位 竹下　数枝 麻　機 84 打

第７位 望月テル子 岡 84 打

第８位 杉本　信子 大　谷 84 打

第９位 大滝　時江 三　保 85 打

第10 位 池田　征子 千代田 85 打

　第 11 回シニアクラブ静岡市グラウン
ド・ゴルフ大会が 10 月 6 日（木）日本
平運動公園多目的広場で開催されまし
た。
　参加選手は 3 区から選抜された 279
名が出場し、男女別の個人戦で順位を競
いました。選手は 32 ホールをまわり、
　入賞は男女別で 10 位までで、別表の
結果となりました。入賞された皆さま、
おめでとうございます。（鈴木 泰造）

　予選リーグの戦績別に決勝
トーナメントに進み、それぞ
れ熱戦が展開されました。大
会結果は以下のとおりです。

（鈴木 泰造）

順　位 チーム名 区 地区・学区

優　勝 三保 A 清水区　三保

準優勝 鳥坂シニアクラブ 清水区　高部

第３位 吉原仙寿会 清水区　庵原

第３位 松富 B 葵　区　賤機

敢闘賞 山原 A 清水区　飯田

敢闘賞 松富 D 葵　区　賤機

敢闘賞 船越 A 清水区　船越

敢闘賞 駒越 A 清水区　駒越

１位（予選通過）の部

優　勝 辻 B 清水区　辻　

準優勝 恵美会 駿河区　南部

２位（予選通過）の部

優　勝 川原クラブ 清水区　岡　

準優勝 若葉会 A 駿河区　中島

３位（予選通過）の部

優　勝 江尻 A 清水区　江尻

準優勝 松富 C 葵　区　賤機

４位（予選通過）の部

市 老 連 の 活 動

大会結果

大会結果 秋晴れのなか、心地よい汗をかく

第１１回 シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴルフ大会

八木清さん、木下志保子さんが優勝の栄冠!!

三保Aが静岡市代表に!!
松富B（3位入賞）、D・Cも入賞の快挙！

第 3 回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会
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　10 月 21 日（金）、静岡市
中央体育館にて第 11 回葵区
支部スポーツ大会が開催さ
れ、選手、役員、応援含め約
600 名 が 一 堂 に 会 し、 お 手
玉投げ競走やボール送りなど
6 種の競技で熱い戦いが展開
されました。
　選手たちは一生懸命に競技
をして最後の玉入れ競技まで
予断を許さない接戦となり、
最後に第３ブロックが逆転で
優勝の栄冠に輝きました。

優　勝
第３ブロック

〈西奈・千代田・竜南・麻機〉

準優勝
第２ブロック

〈井川・梅ヶ島・大河内・玉川・賤機・美和・井宮〉

第３位
第４ブロック

〈安東・伝馬町・横内・一番町・駒形〉

第４位
第１ブロック

〈中藁科・南藁科・服織・安西・田町・三番町〉

　前回はさまざまな理由で開催できませんで
したが、シニアクラブ静岡市が全老連へ直接
加入の記念すべき初年度に、89 チーム（葵
区 27・駿河区 27・清水区 35）が熱戦を展
開しました。結果は登呂２寿会Ａ（駿河区）
が優勝、有東第一楽寿会Ａ（駿河区）が準優
勝となりました。その他の結果は以下の通り
です。（水上博）

順　位 チーム名 区　名 各地区名

優　勝 登呂２寿会Ａ 駿河区 富士見学区

準優勝 有東第一楽寿会Ａ 駿河区 富士見学区

第３位 由比Ｂ 清水区 由比地区

第３位 蒲原Ｂ 清水区 蒲原地区

　応援団からは大きな声
援が送られ、それに応え
て必死に戦う姿は皆いき
いきとして「健康長寿の
まち」静岡を感じられる
スポーツ大会でした。
　怪我も無く無事に終了
することができ、また早
朝からの会場づくりと競
技進行に尽力していただ
いた役員と実行委員の皆
さ ま、 ご 苦 労 さ ま で し
た。（石川 享一）

市 老 連 の 活 動

第１１回 葵区支部スポーツ大会

大会結果

大会結果

第１１回 シニアクラブ静岡市輪投げ大会

出場89チームの頂点
登呂2寿会Ａ 優勝!!

接戦制し
第3ブロック 優勝!!

支 部 活 動 紹 介 《 葵  区 》
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　葵区支部の記念すべき第 1
回のペタンク大会はねんりん
ピック秋田 2017 の静岡市代
表をめざし、34 チームが残
暑の厳しい中、熱戦を展開し
ました。

　例年５月に開催していた輪投
げ大会ですが、7 月の暑い中で
屋外開催していたグラウンド・
ゴルフ大会と入れ替え、70 チー
ムが冷房のきいた会場で熱戦を
展開しました。大会結果は次の
通りです。（水上博）

順　位 チーム名 学地区名
優　勝 草の実会Ａ 西奈学区
準優勝 住吉会 一番町学区
第３位 瓦場町白寿会Ａ 横内学区
第３位 麻の実会 麻機学区

順　位 チーム名 学地区名
優　勝 松富会Ｂ 賎機学区
準優勝 安東Ｂ 安東学区
第３位 福寿会 安西学区
第３位 草の実会Ｄ 西奈学区

　葵区支部として初めてのペタ
ンク大会ということで、清水区
支部の関係者に前日のコートづ
くり、当日の運営のアドバイス
をいたたき無事に大会を催行で
きました大変ありがとうござい
ました。（水上博）

支 部 活 動 紹 介 《 葵  区 》

大会結果

第１回 葵区支部ペタンク大会

第１２回 葵区支部輪投げ大会

大会結果

70チーム参加で盛大に開催
優勝は草の実会Ａ（西奈学区）

「ねんりんピック秋田2017」ペタンク大会へ
代表目指し34チームが熱戦展開
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　7 月 19 日（ 火 ）、 静 岡
市中央体育館にて駿河区支
部輪投げ大会が役員と応援
を含め 430 人が参加して

開催され、81 チームが市大
会への出場権を目指して熱戦
を繰り広げました。
　「今回は２回戦に進みたい
ね」とささやかな希望を持っ
て参加したチーム！、いやい
や優勝しなくては！と日夜練
習に励んだチーム！。それぞ
れ輪投げを楽しみ、結果に一
喜一憂していました。
　大会結果は右記のとおりで
す。なお上位 27 チームが市
大会に参加をしました。

（大石眞由美）

ブロック 優　勝 準優勝
第１ブロック 丸子新田Ａ 登呂１丁目楽友会Ａ
第２ブロック 中部楽寿会Ａ 丸子新田Ｂ
第３ブロック 登呂２寿会Ａ 第２向寿会Ａ
第４ブロック 南部恵美会 登呂１丁目楽友会Ｂ

　10 月 25 日（火）　、静岡市中
央体育館において駿河区支部ス
ポーツ大会が開催されました。大
会役員、実行委員を含めた参加者
は 590 名、ブロック対抗戦でボー
ル押し競走や３色玉入れなどさま
ざまな競技が行われ、観客席から
は大きな声援が送られました。
　今回は新競技の「点取り三種の
玉」もあり、競技進行に苦慮する
部分もありましたが、大きなトラ

優　勝
第３ブロック　青組

〈富士見・中田・大谷・大里西・大里東〉

準優勝
第１ブロック　赤組

〈西豊田・長田東・森下・川原・久能〉

第３位
第２ブロック　黄組

〈南部・中島・長田北・東源台・東豊田〉

ブルもなく大会を終えることが
出来ました。
　参加した皆さんは和気あいあ
いと心地よい汗を流し、さわや
かな秋の一日を過ごされたよう
でした。大会結果は別表のとお
りです。（大石眞由美）

大
会
結
果

支 部 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

第１２回 駿河区支部輪投げ大会

大会結果

一投ごとに一喜一憂
430名参加し
輪投げ楽しむ

一人ひとりの顔が
闘志に燃えている

第１１回 駿河区支部スポーツ大会多彩な競技、590名楽しむ
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　第 18 回清水区支部グラウンド・
ゴルフ大会は 9 月 27 日（火）日
本平運動公園多目的広場にて開催
されました。今大会は、会場にＡ・
Ｂそれぞれ 16 ホールを設置し、
両コートあわせて 32 ホールにて
競技を行いました。
　21 地区から各 10 名（男性 5 名、
女性 5 名）が参加し 210 名の選
手で順位を競いました。結果は別
表のとおりです。

（鈴木 泰造）

　 ７ 月 12 日（ 火 ）、 狐 ヶ
崎ヤンググランドボウルに
て第 12 回清水区支部ボウ
リング大会が行われ、男性
88 名、 女 性 63 名 が 参 加
しました。
　大会は２ゲームの合計ス
コアで競われ、若かりし頃
に磨いた腕前を発揮する

男性の部

順　位 氏名（地区） スコア

優　勝 田中　　裕（高部） 384

準優勝 枝村　一男（飯田） 376

第３位 川口　行洋（辻） 371

女性の部

順　位 氏名（地区） スコア

優　勝 田中かつ代（有度） 353

準優勝 伏見　廣子（興津） 342

第３位 齊藤　亨子（岡） 339

人、 最 近 始 め た ば か り の
人、それぞれの結果に一喜
一憂、それでも和気あいあ
いと盛り上がり、会員同士
の有意義な交流が持てた大
会となりました。

（鈴木 泰造）

個人の部（男性）

優　勝 鈴木　泰造 有　度 73 打

準優勝 柴田　辰夫 高　部 76 打

第３位 落合　康行 由　比 81 打

第４位 丸尾　光三 浜　田 81 打

第５位 松田　祐蔵 三　保 82 打

第６位 松茂　文彦 有　度 83 打

第７位 関野　忠　 不二見 83 打

第８位 辻　幹夫　 不二見 83 打

第９位 山田　益男 三　保 85 打

第10 位 鈴木　康之 袖　師 85 打

個人の部（女性）

優　勝 酒井キミヨ 駒　越 81 打

準優勝 木下志保子 駒　越 86 打

第３位 松本　絹子 入　江 87 打

第４位 辻　セツ子 不二見 87 打

第５位 藤牧　金子 高　部 88 打

第６位 小暮すみ江 不二見 89 打

第７位 植田よし江 小　島 90 打

第８位 塚本　暁美 清　水 90 打

第９位 上野　澄枝 由　比 91 打

第10 位 望月　裕恵 興　津 91 打

団体の部

優　勝 不二見地区 908 打

準優勝 入 江 地 区 930 打

第３位 三 保 地 区 930 打

支 部 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

大会結果

第１８回 清水区支部グラウンド・ゴルフ大会

第１２回 清水区支部ボウリング大会

不二見地区団体戦制す!!

若かりし頃を思い出し…
和気あいあいと楽しくプレー

大会結果
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　秋晴れのさわやかなス
ポーツ日和のなか、嶺保育
園 の 鼓 笛 隊 を 先 頭 に、 役
員、選手と続いた入場行進
から始まり、21 地区それ
ぞれの選抜チームが７種の
競技で心地よい汗を流しま
した。また競技に出ない人
たちは昼休みに行われたパ
ン食い競走に参加してス
ポーツ大会を楽しみまし
た。

順　位 地　区
第４位 江尻地区
第５位 三保地区
第６位 高部地区

順　位 地　区
優　勝 興津地区
準優勝 岡地区
第３位 駒越地区

　高齢者の健康維持と積
極的な生きがいを高める
ことができた充実した一
日だったと思います。ま
た、早朝からご尽力され
た実行委員の皆さま、本
当にご苦労さまでした。

（清水 惠代）

支 部 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

大会結果

第４４回 清水区高齢者スポーツ大会

興津地区が
昨年に続き 高得点優勝!!

～「明るく、目立って、光る高齢者」～
自発光式反射材着用促進事業実施中！
　静岡市内では、ここ数年、全

体の交通事故件数は減少してい

るなかで、高齢歩行者の事故件

数が増加しています。なかでも

夕方から夜間にかけて事故が多

発していることから、静岡市は

平成 26 年度からオリジナルの

自発光式反射材を作成し、高齢

者に配付し身に付けてもらうこ
自発光式反射材は市内各警察署にある静岡県交通安全協会や

ホームセンター、１００円ショップなどで取り扱っています。

とで、自らの命を守る意識付けを

行い、高齢歩行者の事故防止の減

少に努めています。

　皆さんも夜間の外出はできるだ

け控え、どうしても夜間の外出が

必要な場合は自発光式反射材を身

に付け、明るく目立ちましょう。
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

さ
わ
や
か
ク

ラ
ブ
は
昭
和
45

年「
つ
づ
ら
会
」

と
し
て
発
足
し

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
に
名
実
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
「
さ
わ
や

か
ク
ラ
ブ
」
に
名
称
変
更
を
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

安
東
3
丁
目
を
中
心
と
し
た
、

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
27
年

度
末
で
49
名
、
現
在
は
60
名
ま
で

成
長
し
ま
し
た
。
増
加
し
た
主
な

理
由
は
、
長
年
活
躍
さ
れ
て
き
た

婦
人
部
が
発
展
的
に
解
散
さ

れ
、
一
部
の
方
が
さ
わ
や
か
ク

ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
女
性
の

占
め
る
割
合
は
ま
だ
30
％
程
度

に
過
ぎ
ず
、
新
会
員
の
入
会
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

活
動
状
況

　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
で
は
総
会

の
ほ
か
、
10
名
に
よ
る
月
例
役

員
会
を
開
催
し
会
員
の
動
向
な

ど
情
報
交
換
を
し
て
、
意
思
の

疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
春
秋
の
旅
行
の
ほ
か
、
新

年
会
、
納
涼
会
な
ど
を
計
画
し

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
流
れ

に
乗
じ
た
話
題
を
考
慮
し
、
外
部

か
ら
講
師
を
招
聘
し
講
演
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
と

合
唱
部
を
結
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自

主
的
に
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
は
毎
週

練
習
日
を
設
定
す
る
ほ
か
周
辺
の

愛
好
者
に
声
か
け
を
行
い
、
月
２

回
程
度
城
北
公
園
で
プ
レ
ー
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
大
勢
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
も
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
合
唱
部
は
部
外
か
ら
の

指
導
者
を
招
き
部
員
10
数
名
で
定

期
的
に
練
習
を
重
ね
、
各
種
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
し

て
い
ま
す
。

直
面
す
る
課
題

　

年
々
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
全

国
的
な
傾
向
と
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
高
齢
化
が
進
む

か
ら
こ
そ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
存
在

が
重
要
で
あ
り
、
会
員
の
減
少
食

い
止
め
る
た
め
に
は
そ
の
地
域
、

ク
ラ
ブ
に
合
っ
た
魅
力
あ
る
施
策

推
進
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵  区 》

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

和
田　

正
臣

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
の
生
い
立
ち
と
今
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
は
、

緑
溢
れ
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
水
も

空
気
も
大
変
綺
麗
な
清
水
区
中
河

内
と
い
う
地
区
で
す
。
秋
に
は
全

山
紅
葉
も
見
る
事
が
で
き
、
春
か

ら
夏
に
か
け
て
は
、
川
は
涼
を
求

め
て
子
供
連
れ
の
家
族
や
、
若
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
中
、
私
た

ち
中
二
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
会

員
48
名
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
4
月
の
総
会
で
始
ま
り
年

末
に
は
忘
年
会
、
年
が
明
け
る

と
新
年
会
を
行
い
ま
す
。
活
動

場
所
と
な
る
自
治
会
館
の
隣
に

は
公
園
が
あ
り
、
桜
、
梅
、
紅

葉
、
山
ぶ
ど
う
、
欅
等
の
沢
山

の
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
種
の
木
々
の
手
入

れ
や
公
園
の
整
備
も
会
員

の
手
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
に
は
、
公
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
近
く
の
畑
に
会
員
達
で
里

芋
、
さ
つ
ま
芋
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
芋
等
、
多
種
の
野
菜
を

栽
培
し
、
会
員
が
集
ま
っ
た
時
に

収
穫
し
た
野
菜
を
煮
た
り
、
自
分

達
で
作
っ
た
梅
ジ
ュ
ー
ス
等
を
飲

食
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
が
多
く
あ
る
時

は
、
バ
ザ
ー
に
出
し
た
り
し
て
、

収
益
は
会
員
の
お
楽
し
み
会
に
使

い
ま
す
。
大
変
な
作
業
の
後

に
は
、「
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
」

を
行
い
、
み
ん
な
で
食
事
に

出
か
け
ま
す
。
お
寿
司
屋
さ

ん
が
大
好
き
で
す
。

　

集
ま
っ
て
く
る
人
た
ち
は

皆
元
気
で
す
。「
み
ん
な
の

顔
が
見
れ
、
声
が
す
る
所
へ

来
る
こ
と
が
出
来
て
、
俺
は

う
れ
し
い
よ
」
と
言
う
男
性

会
員
も
い
ま
す
。
私
た
ち
の

集
落
も
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
今

は
思
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
づ
く
り
も
楽
し

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

西
河
内　

中
二
区
ク
ラ
ブ　

会
長　

細
澤　

好
政

地
域
性
を
生
か
し
た
活
動
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
寿
会
は
会
員
数
80
名

（
男
性
43
名
、
女
性
37
名
）
富
士

見
学
区
老
連
所
属
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
月
一
回
の
定
例
会
へ
の
出
席

を
基
本
に
『
頭
を
使
っ
て
身
体
を

動
か
す
こ
と
』『
仲
間
と
の
会
話

に
努
め
る
こ
と
』『
一
日
三
回
の

食
事
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
』
を

日
常
の
心
が
け
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
、
コ
ー
ラ
ス
や
輪
投
げ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
介
護
施
設

へ
の
訪
問
な
ど
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
近
く

の
広
場
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
練
習
を

し
ま
す
。
練
習
後
は
広
場
の
草
取

り
と
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
、
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

輪
投
げ
は
月
３
～
４
回
の
練
習

を
し
ま
す
。
今
年
度
は
市
大
会
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時

は
一
同
大
喜
び
で
し
た
。
来
年
も

頑
張
ろ
う
と
今
か
ら
意
気
込
む
会

員
で
す
。

　

会
員
た
ち
は
皆
、「
歩
け
な

く
な
っ
た
ら
終
わ
り
！
」
の
言

葉
を
胸
に
、
登
呂
公
園
で
の
ラ

ジ
オ
体
操
や
Ｓ
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
積
極
的
に
参
加
し
、
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
月
一
回
、
静
岡
市
の
委

託
事
業
「
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ
八

幡
山
」
の
講
座
に
参
加
し
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
学
び
、
実
践
し
て
日
々

の
生
活
の
礎
と
し
て
い
ま
す
。

歳
を
重
ね
て
も
学
び
の
気
持
ち

は
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
よ
う

と
、
今
後
の
講
座
へ
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
寿
会
会
員
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
こ
と
が
、
年
金
支
給

日
の
翌
日
に
行
っ
て
い
る
昼
の
食

事
会
で
す
。
こ
の
食
事
会
で
は
仲

間
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い

会
話
で
腹
を
か
か
え
て
笑
い
、
お

腹
も
満
た
さ
れ
充
実
し
た
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
す
。
み
ん
な
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
す
。

　

普
段
は
一
人
で
食
事
を
し
て
い

る
仲
間
か
ら
は
「
楽
し
い
時
間
を

あ
り
が
と
う
。
皆
で
お
い
し
く
食

事
が
出
来
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言

葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
も
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

輪
投
げ
、
大
会
で
優
勝

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

富
士
見
学
区　

登
呂
二
丁
目
寿
会　

会
長　

山
本　

敏
夫

仲
間
と
つ
く
る
充
実
し
た
日
々
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　芸術の秋を彩る清水福祉
総合文化祭作品展がは〜と
ぴあ清水で開かれ、絵画、
書道、工芸、手芸、彫刻、
写 真、 俳 句 等 の 作 品 365

　開催初日には、オープ
ニングセレモニーを待ち
きれず早朝から足を運ん
でくれた来場者もいるな
ど大好評。期間中には約
1,300 人の方が来場し、
写 真 や 絵 画、 工 芸、 書
な ど 708 点 の 力 作 に 見
入っていました。

（大石眞由美）

点が展示されました。どれ
も力作ぞろいの素晴らしい
作品で、会場では熱心に見
入っている姿が多く見受け
ら れ、 今 回 も 充 実 し た 作

品展になりました。期間中の来場者は、
651 名でした。（清水 惠代）

清水福祉総合文化祭作品展

渾身の力作３６５点　観客を魅了

葵区・駿河区合同作品展 会心作ずらり　1,300人来場で賑わう
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

28
年
度
、
静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
直
接
加
入
が
認
め
ら
れ
、
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
「
川
越
小

江
戸
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

企
画
し
、
11
月
29
日
（
火
）
に
実

施
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
葵
区
か
ら
の
参
加
者
を

乗
せ
る
大
型
観
光
バ
ス
２
台
が
Ｊ

Ｒ
静
岡
駅
南
口
に
停
車
し
て
い
ま

し
た
。
私
が
乗
車
し
た
５
号
車
に

は
43
名
が
乗
り
、
全
体
で
は
バ
ス

5
台
に
分
乗
し
て
２
０
7
名
（
男

性
68
名
、
女
性
１
３
９
名
）
が
参

加
。
そ
の
う
ち
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
が

36
名
で
し
た
。

　

バ
ス
を
降
り
て
い
よ
い
よ
約
３
時

間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
始
で
す
。

ま
ず
訪
れ
た
喜
多
院
は
慶
長
４
年

（
１
５
９
９
）
天
海
が
住
職
を
継
ぎ
、

家
康
が
川
越
を
訪
れ
天
海
と
親
し
く

接
見
し
た
の
は
慶
長
16
年
。
そ
の
直

後
に
名
称
を
変
え
喜
多
院
と
な
り
ま

し
た
。

　

寛
永
15
年
（
１
６
３
８
）
川
越
の

大
火
で
喜
多
院
は
ほ
ぼ
全
焼
し
ま
す

が
、
時
の
三
代
将
軍
家
光
に
よ
っ
て

江
戸
城
の
家
光
誕
生
の
間
や
春
日
局

化
粧
の
間
な
ど
を
移
築
、
そ
の
多
く

が
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
訪
れ
た
の
が
「
大
正
浪
漫
夢

通
り
」
全
長

２
０
０
メ
ー

ト
ル
の
大
正

ロ
マ
ン
の
情

緒
あ
ふ
れ
る

商
店
街
と
い

う
触
れ
込
み

で
す
が
、
人

影
も
ま
ば

川
越
小
江
戸
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
を
散
策

ら
で
寂
し
さ
の

漂
う
通
り
で
し

た
。

　
「
蔵
造
り
の

町
並
み
は
」
は

車
の
往
来
も
激

し
い
活
気
あ
る

通
り
で
、
明
治
26
年
の
大
火
の
教
訓

で
で
き
た
文
字
通
り
蔵
造
り
の
店
が

多
く
あ
り
、
平
成
11
年
に
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
菓
子
屋
横
丁
」
は
ニ
ッ
キ
飴
・

煎
餅
・
団
子
な
ど
１
２
０
円
と
か

２
０
０
円
の
安
価
で
子
供
の
頃
の
な

つ
か
し
さ
が
漂
う
通
り
で
す
。

　

最
後
は
午
後
３
時
の
集
合
場
所
で

あ
る
川
越
市
役
所
。
川
越
城
を
父
と

と
も
に
築
城
し
た
太
田
道
灌
の
像
が

玄
関
前
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
穏
や
か
な
天
気
で
ま
さ

に
ウ
ォ
ー
ク
日
和
。
暗
く
な
っ
た
Ｊ

Ｒ
静
岡
駅
南
口
に
は
ピ
ッ
タ
リ
予
定

時
刻
の
19
時
30
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
参
加
し
た
皆
さ
ま
が
集
合
時
間
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
運
転
手
さ
ん
は

安
全
運
転
に
徹
し
た
お
か
げ
と
そ
れ

ぞ
れ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
水
上 
博
）
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93
歳
の
現
在
も
元
気
い
っ
ぱ
い

の
祢
次
金
ひ
ろ
さ
ん
は
、
21
歳
の

時
に
隣
り
に
住
ん
で
い
た
農
協
勤

め
の
安
一
さ
ん
と
結
婚
。
そ
の

家
族
は
な
ん
と
13

人
と
い
う
大
所
帯

で
し
た
。
食
事
の
支
度
は
も
ち
ろ

ん
、
洗
濯
、
農
作
業
な
ど
、
多
忙

な
日
々
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
残
念
な
が
ら
ご
主
人
の
安
一

さ
ん
は
早
く
に
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
3
人
の
お
子
さ
ん
を
立

派
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。
現

在
は
孫
と
曾
孫
が
合
わ
せ
て

18
人
い
て「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
慕
わ
れ

る
の
が
一
番
嬉
し
い
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
長
男
夫
婦
と
ひ
ろ

さ
ん
の
3
人
暮
ら
し
で
す
。

毎
朝
目
覚
め
る
と
布
団
の
上

で
一
時
間
ほ
ど
体
操
を

し
て
、
血
圧
と
脈
拍
、

体
温
を
計
り
ま
す
。
健

康
に
気
を
つ
け
て
き
た

の
で
今
ま
で
大
病
す
る

こ
と
も
な
く
元
気
い
っ

ぱ
い
。
ケ
ガ
を
し
て
も

病
院
に
行
か
ず
、
自
分

で
快
復
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

ひ
ろ
さ
ん
の
趣
味
は
、
花
や
植

木
の
手
入
れ
や
野
菜
づ
く
り
、
ち

ぎ
り
絵
、
踊
り
、
歌
、
俳
句
を
詠

む
な
ど
、
本
当
に
多
趣
味
で
す
。

「
私
は
趣
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
も

ん
で
」
と
話
を
さ
れ
る
ひ
ろ
さ
ん

の
表
情
は
一
段
と
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

　

庭
の
松
の

木
の
剪
定
は

見
事
な
腕
前

で
、
ま
た
四

季
折
々
の
花

や
野
菜
づ
く

り
に
も
余
念

が
無
く
、
少

し
体
の
具
合

が
悪
く
て
も
畑
が
気
に
な
り
、
無

理
し
て
で
も
畑
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
ん
な
畑
で
収
穫
さ
れ
た

野
菜
や
花
な
ど
を
一
輪
車
に
乗
せ

て
隣
近
所
や
友
人
た
ち
の
と
こ
ろ

に
配
っ
て
歩
き
、
皆
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ち
ぎ
り
絵
は
、
手
先
の

器
用
さ
を
生
か
し
た
作
品
が
素
晴

ら
し
く
、
市
老
連
の
作
品
展
に
も

出
展
す
る
そ
う
で
す
。

　

ひ
ろ
さ
ん
は
外
出
す
る
こ
と
も

大
好
き
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
参
加
や
S
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
も
行
き
、
近
隣
の
方
へ
の

友
愛
訪
問
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

結
婚
当
初
か
ら
今
現
在
ま
で
の

生
活
を
笑
顔
一
杯
で
語
っ
て
く
れ

た
ひ
ろ
さ
ん
。
最
後
に
「
幸
せ
を

感
じ
る
と
き
は
？
」
と
の
質
問
に

「
苦
労
も
い
っ
ぱ
い
し
て
き
た
け

れ
ど
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
出

来
て
い
る
こ
と
」「
盆
正
月
に
子

ど
も
や
孫
た
ち
が
大
勢
家
に
集
ま

り
、
餅
つ
き
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
て
楽
し
む
こ
と
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。（
大
石
眞
由
美
）

家
族
を
愛
し
、趣
味
を
愛
す
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洋
服
に
ち
ょ
っ
と
手
を
入
れ
、
百
均
の
商
品
で

あ
っ
て
も
一
筆
加
え
る
こ
と
に
よ
り
見
違
え
る
よ
う

に
素
敵
に
大
変
身
す
る
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
品
に
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
到
達
し
た
の
が

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
も
切
り
貼

り
で
な
く
、
絵
を
描
く
こ
と
に
よ
り
ま
っ
た
く
別
の

品
物
に
な
る
の
が
楽
し
い
の
で
す
。

　

私
は
飾
り
物
で
な
く
実
用
的
に
使
え
る
洋
服
を
変

身
さ
せ
た
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
刺し

し
ゅ
う繍

や
染
色
な
ど
試

し
て
み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
自
分
の
思
う
よ
う
な

結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
折
（
15
年
以
上
前
）、
久
保
田
先
生
の
教

室
を
知
り
、
絵
の
具
と
筆
の
使
い
方
な
ど
、
基
礎
か

ら
習
い
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
教
材
に
指
定
さ
れ
た

色
で
書
き
方
を
練
習
し
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

作
品
づ
く
り
は
、

ま
ず
自
分
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
品
物
に
基
本

の
デ
ザ
イ
ン
を
決

め
、
好
み
の
配
色
を

組
み
合
わ
せ
、
配
置

を
考
え
、
一
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
ま
す
。

　

次
に
素
材
の
違
い
に
よ
る
絵
の
具
の
乗
り
具
合
に

悪
戦
苦
闘
し
、
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
何
と
か
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。
想
像
以
上
に
難
し
く
、
イ
メ
ー
ジ

し
た
も
の
と
は
か
け
離
れ
た
作
品
に
な
る
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
こ
の
世
の
中
に
一
着
し
か
な
い
自
分
の

作
品
と
思
う
と
愛
着
が
わ
き
、
い
と
お
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
も
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
に

出
合
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

見 て2

道路を横断する際は、左右の
安全をよく確認しましょう。

止まって1

急に道路に出ると危険です。
歩道や路側帯など安全な場所
で必ず一度止まりましょう。

待って渡る3

ドライバーが歩行者に気づい
ているとは限りません。車が
止まるのを待ちましょう。

目立つ服装を！4

夜間外出する際は、明るい服装
や反射材を着用しましょう！

◆ 

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
6
割
が
「
歩
行
者
」
で
す
。

◆ 

歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、
道
路
横
断
中
の
事
故
が
8
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

守
れ
て
い
ま
す
か
？
交
通
ル
ー
ル

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
と
の
出
合
い

横
内
学
区
　
上
足
洗
第
一
白
寿
会
　
加
藤
と
み
江

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！

作品を携えての
晴れ舞台



（17）第 24 号 市 老 連 だ よ り 平成 29 年 1 月発行
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　８月 24 日（水）、中央福祉センターにて、

新任会長 60 名が参加して開催されました。県

老連を退会して初めての開催となったため、役

員が内容を工夫し充実した中身となりました。

新任会長としての心構えから始まり、シニア

クラブの運営と活動に

ついてなどの講義が行

われ、全員熱心に聞き

入っていました。

　1 月 16 日（月）は〜とぴあ清水、同 17 日（火）

市民文化会館にて開催予定で、女性委員をはじ

めとした役員さんの出席をお願いします。高齢

者の消費者被害が年々増加していることから、

全老連の呼びかけに応じて、シニアクラブ静岡

市では、静岡市や警察署などと連携して、情報

提供や見守り・声かけなど高齢者が主体となっ

た取り組みで被害を防止することを目的とし

て、各単位クラブに「見守りサポーター」を養

成し配置する計画です。高齢者の消費者被害を

減らし、無くしましょう。

　10 月 16 日（日）、南島原市で開催されたペ

タンク交流大会に、市を代表して上清水なずな

会（清水区）が出

場しました。惜し

くも予選敗退とな

りましたが、全国

の仲間と交流を深

めました。

　笠井泰子前理事（葵区）、遠藤栄寿前理事（清

水区）のお二人が、役員としての功績が顕著で

あったことを認められ、11 月 9 日〜 10 日に

富山市で開催された全国老人クラブ大会におい

て、栄誉ある賞を受賞されました。おめでとう

ございます。

　会員皆さまから多くの善意をお寄せ頂き、深く感謝申し上げます。

お預かりした義援金２１３万９５４４円は熊本県老人クラブ連合会を

通じて被災地へ送らせて頂きました。

　被災地の一日も早い復旧復興を心からお祈り申し上げます。

新任会長研修会に 60 名参加

全国老人クラブ連合会会長表彰受賞
見守りサポーター養成講座を開催します

ねんりんピック長崎大会に出場

熊本地震救援拠金への
ご協力、ありがとう
ございました

笠井泰子前理事（左）

遠藤栄寿前理事（右）

市 老 連 か ら の お 知 ら せ
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葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

子
の
笑
顔
何
よ
り
老
い
へ
お
年
玉

葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

旅
立
ち
に
稲
架
の
陰
よ
り
手
を
合
わ
す

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

渋
柿
を
む
く
母
の
背
や
は
る
か
な
日

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

時
代
偲
ぶ
城
の
石
垣
石
蕗
の
花

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

衣
被
そ
ぼ
く
な
里
の
母
偲
ぶ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

躓
い
て
落
穂
拾
い
や
老
の
坂

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

頁
繰
る
指
の
重
た
き
夜
寒
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

秋
祭
り
歌
や
踊
り
で
夜
が
ふ
け
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

健
気
な
る
蓑
虫
よ
ろ
と
這
い
上
が
る

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

谷
渡
る
静
け
し
こ
だ
ま
啄
木
鳥

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

豊
の
秋
隣
り
の
田
に
も
コ
ン
バ
イ
ン

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

万
才
の
声
波
打
ち
て
初
日
か
な

清
水
区　

有
度
地
区　

公
寿
会　

青
木　

一
枝

折
紙
の
手
元
に
ま
わ
り
来
し
冬
日

清
水
区　

有
度
地
区　

草
薙
歩
み
会　

花
田　

ふ
き

里
の
盆
幼
馴
染
や
地
蔵
堂

清
水
区　

岡
地
区　

岡
町
静
寿
会　

溝
口　

広
子

天
高
く
お
か
ず
い
ら
ず
の
う
ま
し
米　

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

墓
ま
い
り
口ぐ

ち

こ
ぼ
し
つ
つ
涙
ふ
く

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

ゆ
る
や
か
に
走
る
を
覚
え
八
十
路
来
て

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

初
便
り
ひ
ら
が
な
ば
か
り
孫
の
文
字

俳
句

川
柳

会
員
文
芸
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葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚
け
い
子

あ
ど
け
な
い
泣
き
寝
幼
な
子
頬
涙

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

古
枯
し
に
乗
っ
て
紅
葉
も
踊
り
出
す

清
水
区　

有
度
地
区　

草
薙
歩
み
会　

林
部　

茂
己

信
濃
路
は
桜
梅
桃
李
ゆ
た
か
な
り

清
水
区　

江
尻
地
区　

河
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

色
あ
せ
た
ア
ル
バ
ム
に
見
る
幼
き
日

　

今
は
家
族
で
一
人
残
り
ぬ

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

鈴
木　

博
子　
　

小
野　

映
子　
　

小
林　

栄
二

加
藤　

富
子　
　

永
井　

敏
子　
　

森　

房
子

平
岡
美
恵
子　
　

松
永　

勝
子　
　

石
川　

元
子

祢
次
金
鋡
吉

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

ハ

ナ

ビ

タ

イ

カ

イ

クロスワードパズル

短
歌

　・短歌・俳句・川柳や随想を寄稿ください。

　　※なお多くの方々の作品を掲載したいため１人１点でお願いします。

　・楷書で正確にご記入下さい。

　・原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ名・筆者・電話番号も必ずご記入ください。

　・原稿の採否・一部削除などは広報専門委員会にお任せ願います。

　・原稿はお返しいたしませんので、あらかじめコピーをとっておいてください。

　・ご意見、ご要望お待ちしています。（紙面上にて適宜ご紹介させていただきます）

〒４２０−０８５４　静岡市葵区城内町1番1号　静岡市中央福祉センター3階

静岡市老人クラブ連合会事務局送付先

原 稿 募 集
◇ 次回は平成29年7月号（第25号）発行です。

◇ 原稿締め切り　5月15日（月）
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◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、

ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生

き
が
い
の
向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を

願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、「
市
老
連
だ

よ
り
」
発
行
の
時
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
異
常
気
象
、台
風
、

地
震
、
火
山
噴
火
等
が
多
い
年

で
し
た
。
今
年
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
原
因
も
こ
れ
ま
で
人
類
が
利
便

性
だ
け
を
優
先
し
、
後
の
結
果
を
考
え

ず
行
っ
て
き
た
事
が
今
生
じ
て
い
る

と
、
研
究
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
が
そ
の
対
策
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
地
球
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、
そ
し
て
人
類
も
そ
れ
を
解
決
出
来

る
の
は
、
今
生
き
て
い
る
人
間
で
す
。

　

会
員
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
共
ど
う
ぞ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
野
田 

睦
彦
）

◎
水
上　

博　

（
葵　

区　

横　

内
）

○
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

　

石
川　

享
一
（
葵　

区　

千
代
田
）

　

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

　

大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

　

清
水　

惠
代
（
清
水
区　

両
河
内
）

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

　

７
月
22
日
（
金
）
、

は
〜
と
ぴ
あ
清
水
６
階

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

三
区
女
性
会
員
合
同
交

流
会
が
満
席
の
な
か
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
神
戸
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

委
員
長
の
頼
廣
安
子
様

を
お
迎
え
し
、
「
会
員
増
強
運
動
の

取
り
組
み
と
女
性
委
員
会
活
動
」
の

演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
神
戸
市
は
９
区
で
構

成
さ
れ
人
口
１
５
０
万
人
余
の
都
市

で
、
ク
ラ
ブ
数
は
４
９
０
余
、
会
員

数
は
3
万
7
千
人
余
の
大
組
織
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
会
員
数
減

少
に
直
面
し
苦
慮
す
る
な
か
、
全
国

で
唯
一
会
員
増
強
を
果
た
し
た
講
師

に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
演
内

容
を
要
約
し
ま
す
と
、

①
増
強
運
動
に
つ
い
て
…
会
員
は
高

齢
化
が
進
み
自
然
減
は
避
け
ら
れ
な

い
た
め
増
強
運
動
は
必
須
。

・
業
務
は
役
員
に
分
担
。
特
に
女
性

役
員
を
増
や
し
重
用
す
る
こ
と
で
活

躍
の
場
を
広
げ
る
。

・
趣
味
の
会
を
活
用
し
、
自
治
会
な

ど
に
働
き
か
け
、
旅
行
や
新
年
参
拝

な
ど
一
緒
に
活
動
し
、
会
員
入
会
の

き
っ
か
け
と
す
る
。

②
女
性
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

・
声
か
け
…
ち
ょ
っ
と
し
た
機
会
を

捉
え
、
女
性
特
有
の
日
常
会
話
か
ら

何
回
か
の
接
触
を
経
て
、
入
会
に
つ

な
げ
る
。

・
「
歩
こ
う
会
」
と
称
し
て
、
家
か

ら
出
て
こ
な
い
人
を
引
っ
張
り
出

し
、
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

　

講
師
は
、
会
の
運
営
に
熱
い
思
い

を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
り
、
満
席
の
聴
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
三
区
代
表
者
の
事
例
発

表
が
あ
り
、
日
野
長
子
さ
ん
（
駿
河

区
）
、
遠
藤
幸
代
さ
ん
（
清
水
区
）
、

森
竹
雪
江
さ
ん
（
葵
区
）
が
そ
れ
ぞ

れ
活
動
さ
れ
て
い
る
内
容
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
各
支
部
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

10
名
（
葵
区
3
名
、
駿
河
区
3
名
、

清
水
区
4
名
）
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
さ
れ
た
作
品
を
披
露
し
て
、
満
場

の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

（
鈴
木 

泰
造
）

編 集 後 記

シニアクラブ静岡市 三区女性会員合同交流会

事例に学ぶ、増強運動


